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本論文は、『平家物語』の歴史叙述がいかにして成立したのか、そして、ひとたび生み出さ

れた『平家物語』が中世社会とどのようにかかわりあい、互いに何をもたらしたのかという視

点から『平家物語』について論じたものである。 

第一部「小松家の物語の展開」は、『平家物語』のなかではことに重要な存在として描かれ

る小松家のひとびとの物語を取り上げた。第一章「重盛の法名をめぐって」では、平重盛に「証

空」と「静蓮」という二通りの法名が伝えられていることに着目した。実際に重盛の法名であ

ったのは「証空」と考えられ、「静蓮」は後世にいたってあらわれたものとみられる。「静蓮」

という法名は、『平家物語』が掲げる重盛像、小松家像を支えるものであり、その背景には中

世社会の通念にもとづく嫡流の系譜にたいする意識があったであろうことを指摘した。補節

「維盛法名考」では、重盛の子息維盛の法名「静円」にも目を向けた。維盛の法名もまた、後

世に用意されたものであり、『平家物語』がこの法名の流布と社会への定着に大きな役割を果

たしたと考えられる。第二章「土佐守宗実説話の成立と展開」では、『平家物語』諸本にみえ

る土佐守宗実（重盛の子息）の平家敗北後の後日譚にかんして、その史実性について改めて検

証し、脚色部分がどのような背景から成り立ったものであったのかを考察した。第三章「小松

家の物語という論理」は、ここまでの第一部の内容を踏まえ、『平家物語』にとって、ひいて

は『平家物語』をうみだし、受け入れた中世社会にとって小松家の物語とはどうあるべきもの

であったのかという視点から、小松家の公達の物語の構造を考えつつ、一部『平家物語』諸本

が土佐守宗実を「生蓮房」としていることに注目し、宗実が「生蓮房」であることにより、ど

んな文脈を含みこむことになるのかを論じた。 

第二部「源平の争乱の時代をめぐる歴史認識」では、『平家物語』が平家一門の台頭からそ

の凋落まで、そしてあらたな頼朝の時代のはじまりをどのようにとらえ、みずからの歴史叙述



を作り上げたのか、そしてその歴史叙述は中世社会の歴史認識とどんな関係を持つことになる

のかをいくつかのテーマから考察する。第一章「「重衡被斬」の成立背景」では、『簡要類聚鈔』

の記述などから重衡の北の方大納言典侍の実際の足跡を追究した。『平家物語』における重衡

と北の方大納言典侍の再会と別れの物語は、実際の彼らの再会の様子とは異なるものであり、

彼らの物語は、さまざまな要素が肉付けされるかたちで成り立ったものであると考えられる。

第二章「『平家物語』の頼朝と重盛」は、多くの『平治物語』諸本や『平家物語』諸本、後世

に編纂された資料において、平治の乱後、頼朝の助命に重盛が関与していたという記述がみら

れる点に着目し、そうした頼朝と重盛の関係性が『平家物語』の歴史叙述のなかでどのような

意味を持つのかを考察した。頼朝を救う重盛という過去の物語を含め、『平家物語』における

重盛の造形、重盛に関連する物語は、清盛につづくあらたな「将軍」頼朝の正当性を支えるも

のとして機能していると考えられる。第三章「中世の歴史認識と「平家物語」―大乗院尋尊を

例に―」は、『平家物語』の歴史叙述と中世社会の歴史認識の関係を具体的にとらえるべく、

その一例として興福寺大乗院門跡尋尊の歴史認識と『平家物語』との距離を検討した。尋尊の

歴史認識には『平家物語』の影響が薄いものの、一方で、もとをたどれば『平家物語』という

説を受け入れている様子も確認され、中世社会における『平家物語』の複雑な位置づけをうか

がうことができる。 

第三部「重源と『平家物語』」では、東大寺の勧進聖俊乗房重源をとおして『平家物語』を

考えてゆく。ここでは、『平家物語』における重源を考える以前の問題として、中世において

重源という存在は何者であったのか、どのように語られていたのかという点にかんしても検討

をおこなった。第一章「重源の入宋をめぐる言説とその展開」では、重源を語る際には欠くこ

とのできない入宋という事績に注目する。重源についてふれる資料の多くが入宋にかんしても

言及しているが、入宋を重源の生涯のどの段階の事績として位置付けているかという点につい

ては、時代的変遷がみられることを指摘した。第二章「阿波守宗親説話再考」は、前章を踏ま

えながら、『発心集』や延慶本『平家物語』に収録される阿波守宗親（平宗盛の猶子）の発心

譚の近年の一般的な解釈、とくに宗親の妹なる存在をどのようにとらえるかという問題につい

て考察をおこなった。第三章「重源像の変遷」は、重源活動期から後世にいたるまで、重源が

どのような存在として認識されてきたのか、その変遷の段階を明らかにした。また、重源にた

いする認識の時代的変容のみならず、特定の環境下における、その環境の特徴に起因する重源

像の展開についても論じた。第四章「『平家物語』の重源」では、これまでおこなってきた『平

家物語』の重源関連話の考察を総合的にとらえ、重源という存在が『平家物語』の歴史叙述に

何をもたらしたのか、重源をとおして何を語ろうとしているのかを考察した。 


